
科目名 担当教員 教室 科目名 担当教員 教室 科目名 担当教員 教室 科目名 担当教員 教室 科目名 担当教員 教室

共通 （融合）言語研究方法論演習 　奥　聡 301

国メ （メ文）Body and Gender クック　エマ
学生交流ス
テーション
325

共通 （融合）マイノリティ論演習 土永　孝 101 （融合）メディア人類学演習 藤野　陽平 105
（基礎共通）春学期
Modern Japanese Studies

佐々田　博教　他
学生交流ス
テーション

（言語）比較日本語論演習 鄭　惠先
学生交流ス
テーション

（言語）異文化間コミュニケーション
論演習

山田　悦子
高等教育推
進機構N234

（公ジ）環境社会論演習 長島　美織 401

（メ文）ジェンダー社会文化論演習 原田　真見 503

Tourist Attractions
旧：Tourism Attractions

ヨハン　エデルヘイム 105 Tourism and Public History ジョナサン　エド
ワード　ブル

学生交流ス
テーション
325

観光地理学演習
旧：共創文化論演習

吉沢　直 101 観光社会学演習 岡　 亮輔 S205

エンタテインメント法社会論演習 郭　薇 S205 観光創造論演習 西山　徳明 407

共通
（融合）Search Strategies, Resource
Organization, Management &
Sustainability

SCHILTZ,　Michael

学生交流ス
テーション
325

（融合）言語コミュニケーション論演習 鈴木志のぶ S205
（融合)International Relations from
Global Perspectives
★2022年度以前入学者は履修不可

石見　禎
学生交流ス
テーション
325

国メ （言語）日本語教育論演習
★2023年度以前入学者は履修不可

近藤　弘
学生交流ス
テーション

（広報）国際経営論演習Ⅰ 中川　理 105 （メ文）エスニック文化社会論 浜井　祐三子 503

観光 コンテンツツーリズム論演習　※1 山村　高淑 307 ランドスケープ・デザイン論演習 上田　裕文 105 Art Tourism
旧：International Tourism Management

渠　蒙 105

共通 （融合）公共社会論演習 鈴木　純一 503

（言語）言語習得論Ⅰ 河合　靖 506 （公ジ）中国メディア論演習
★2022年度以前入学者は履修不可

城山　英巳 401

（メ文）イメージ論演習 西村　龍一 101

観光 文化遺産国際協力論演習 田代　亜紀子 S205 国際開発論演習 岡田　真弓　　 S205

共通 （実践共通）高度実践英語演習Ⅰ ロブ　ナイジェル 105 （融合）ポピュラー文化論演習 金　ソンミン 307

観光 インバウンドツーリズム論演習 石黒　侑介 101

（基礎共通）春学期
社会調査法Ⅰ

藤野　陽平 他 105
（基礎共通）春学期
メディアリテラシー

城山英已　他 105
（基礎共通）春学期
地域研究

玄　武岩　他 105
（基礎共通）春学期
社会調査法Ⅱ

張　ジュヒョク　他 105
(実践共通)通年不定期
キャリア開発演習

中川　理 105

（基礎共通）春学期
研究倫理と手法

西村　龍一　他 307

（専門共通）夏学期
北海道観光研究
旧：地域と観光

小泉　大輔　他 105
（専門共通）夏学期
メディア文化と観光

山村　高淑　他 105
（専門共通）夏学期
情報メディアと観光

岡本　亮輔　他 105
（専門共通）夏学期
広報とマーケティング

辻本　篤　他 105

（専門共通）夏学期
メディア文化と表象

濱井　祐三子　他 307
（専門共通）夏学期
公共性とコミュニケーション

金山 準　他 307
（専門共通）夏学期
国際交流と地域文化

西川　克之　他 307
（専門共通）夏学期
言語とコミュニケーション

奥　聡　他 307

◆以下の科目は集中講義

（融合）観光地域ビジネス論演習／JTB 鈴木雅之、中川晶子（小泉）：【教室】307　【日程】6/1（土）、6/2（日）、7/6（土）、7/7（日）、7/27（土）、7/28（日）

（実践共通）特別演習（言語研究実践）／奥聡：詳細は、シラバスで確認のうえ、4月8日（月）15:00～のガイダンス・説明会（メディア407会議室）に必ず出席すること。

（実践共通）特別演習（タンデム言語学習）：詳細はシラバスで確認すること。

◆授業時間割・授業期間
　 【1講時】8:45-10：15　【2講時】10：30-12：00　【3講時】13：00-14：30　【4講時】14：45-16：15　【5講時】16：30-18：00　【6講時】18：15-19：45

春学期：4/5（金）～6/10（月）　夏学期：6/4（火）～7/31（水）

※1　「コンテンツツーリズム論演習」／山村：フィールドワーク実習があるため、その前後の時間帯が移動時間にあてられる場合があります。
※2　緑字の科目：履修証明プログラムと合同開講の科目
※3　紫字の科目：2022年度以前入学者用の旧科目名。入学年度によって履修登録できる科目名が異なりますので、2022年度以前入学者は、紫字の科目名で登録してください。

２０２４年度 国際広報メディア・観光学院　修士課程　授業時間割

金

5

共通

国メ

観光

国メ

※金曜３～５講時（学期中5回の集中講義）

電通

水 木

1

2

月 火

3

4

第１学期

6

榊原　渉
（野村総研）

読売新聞社
・城山

（融合）広報・広告産業論演習

日程：4/26，5/24，6/14，7/5，7/26

（広報）国際経営戦略広報論演習

日程：4/12，5/10，5/31，6/21，
7/12

（公ジ）ジャーナリズム事例演習
旧：実践的メディア・ジャーナリズム論演習
Ⅰ

日程：4/19，5/17，6/7，6/28，7/19

105

105

407
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